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先見の明ある学会と共に 42年 
田栗 正章 

昨年８月に理事の方から，名誉会員に推薦した

いとの連絡をいただきました．まず最初に，日本

行動計量学会のような先見の明ある理念を掲げた

素晴らしい学会の名誉会員に推薦していただいた

ことを大変光栄に思いました．ただ，３月に定期

的な勤めをすべて終え，今後の学会活動について

考えていたこともあり，若い頃から何でも語り合

ってきた繁桝算男理事長にご相談しました．そし

て，「アカデミックライフの最終局面で何をやろう

とするにせよ，この名誉会員の称号は受けて欲し

い」とのお返事をいただきました．名誉会員の先

生方のお名前を拝見すると，高い見識をお持ちの

先生方ばかりで，私がその末席を汚してよいもの

だろうかとも考えましたが，謹んでお受けするこ

とにしました．ここに，繁桝先生をはじめご尽力

いただいたすべての方々に，心より厚く御礼申し

上げます． 

日本行動計量学会には，当初，柳井晴夫先生か

らお誘いを受けました．「人文・社会・自然の諸科

学に亘り，人間の行動現象に計量的にアプローチ

するという方法論に共通の関心をもって研究を行

う」との理念に魅せられ，学会発足の翌年（1974

年）からお世話になってきました．入会後25年

間くらいは，学会の多少のお手伝いをしてきまし

た．1990年頃から1994年までは，和文誌の編集

委員長をお引き受けしましたが，これはかなり難

しい役目でした．当時は，多くの学問分野におけ

る計量的アプローチの研究は緒に就いたばかりで，

研究内容にかなりのバラツキがあると感じました．

そのような状況の中で，私は，投稿された論文は，

大幅な修正をお願いするにせよ，できるだけ何ら

かの形での採択を目指すこと，また採否に拘らず

著者の研究をエンカレッジするコメントを返却す

ること，を編集方針とし，何とか役目をまっとう

しようと努力しました． 

また，1996年9月6日～9日の間，幕張メッセ

において，日本行動計量学会と日本統計学会の合

同大会が開催されましたが，それぞれの大会実行

委員長が宮埜壽夫先生と私という，当時の千葉大

コンビで行ったことを懐かしく想い起こします．

これは，2002年から始まった統計関連学会連合大

会のひとつのきっかけになったのではないかと考

えています．その大会では，林知己夫先生，竹内

啓先生に特別講演を，また甘利俊一先生等にチュ

ートリアル・セミナーをお願いし，大変有意義な

大会になったと考えており，諸先生方のご協力に

心より感謝しております． 

その際に，林先生から，「田栗さん，今後も，

日本行動計量学会を宜しくお願いしますよ．」と言

われたことをよく覚えています．その後，しばら

くは，運営委員会委員長や組織検討委員会委員長

としてお手伝いしましたが，千葉大学や大学入試

センターでの管理職としての仕事が忙しくなって

からは，ほとんど何もできなくなってしまい，申

し訳なく思っています． 

さて，今後どのような形で，日本行動計量学会

に，多少なりとも恩返しができるかを考えてみる

ために，学会の趣意書を見返してみました．そこ
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には，「専門領域の如何にとらわれず，人間の広義

の行動現象に関して，現象の本質を把え，これを

目的に即してフォーミュレイトし，実験・調査を

行ない，測定し，解析し，情報をとり出す，とい

う一連の過程に添って方法論を開発することに関

心の中心を据えて」とあります．これは，日本学

術会議報告「大学教育の分野別質保証のための教

育課程編成上の参照基準 統計学分野」に見るよ

うに，近年特に重要視されるようになってきた，

社会の様々な議論の場や公的な政策決定における，

データの統計的分析から得られた根拠に基づく

（Evidence- Based）説得力ある議論の展開の必

要性を説いたものに他ならないと考えます． 

すなわち，40年以上も前に，文系理系を問わず

に必要とされる，データに基づく定量的な思考に

よる課題解決を目指すとの理念の実践を目的とし

た学会を設立していたことは，真に先見の明があ

ったことの証と考えられましょう．私は，今後，

自分の専門領域である統計学の分野を通して，こ

のような立派な理念の普及および実践に，微力を

尽くしていきたいと考えています． 

（たぐり・まさあき，日本行動計量学会名誉会員） 

 

田栗 正章(たぐり・まさあき) 

千葉大学名誉教授・ 

大学入試センター名誉教

授 

1970年東京大学大学院工学系

研究科修了，千葉大学理学部

長・学長特別補佐，大学入試セ

ンター副所長･研究開発部長，

中央大学大学院客員教授． 

 

 

 

 

 

 

役員異動のお知らせ 

 
以下のように学会役員に異動がありました． 

 

・学会誌編集委員会 

・欧文誌編集委員会（Springer社からの発行に

伴う新委員会） 

 

Editor-in-Chief 

Maomi Ueno 

 

Coordinating Editors        

Shuichi Kawano Minoru Nakayama 

Akinori Okada Shohei Shimizu 

Joe Suzuki  

 

Advisory Board 

Kohei Adachi Hans H. Bock 

Wray Buntine Gregory Cooper 

Włodzisław Duch Wolfgang Gaul 

Patrick Groenen Willem J. Heiser 

Aapo Hyvarinen Yutaka Kano 

Thomas Richardson Michael E. Sobel 

Yoshio Takane Ben Tatler 

Iven Van Mechelen Maurizio Vichi 

Ke-Hai Yuan  

 

 

Associate Editors 

Russell Almond Giuseppe Bove 

Hamparsum Bozdogan Andrzej Cichocki 

Mark de Rooij Zhi Geng 

Michael Gutmann Takahiro Hoshino 

Jukka Huhtamaki Heungsun Hwang 

Wolfgang Jagodzinski Kentaro Kato 

Berthold Lausen  

Urbano Lorenzo-Seva  

Blandon Malone Yasuo Miyazaki 

Alessio Moneta Fiona Mulvey 

Haruhiko Ogasawara Kensuke Okada 

Thomas Pederson Neil Rubens 
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Ricardo Silva Michel van de Velden 

Donatella Vicari Kazuho Watanabe 

Wolfgang Wiedermann Michio Yamamoto 

Hirokazu Yanagihara Kun Zhang 

Jiji Zhang  

 

・統計教育大学間連携ネットワーク 

・質保証委員会委員 

植野 真臣（退任） 

渡辺 美智子（就任） 

 

日本行動計量学会第44回大会のご案内 

 

第44 回大会実行委員会実行委員長 

中村 永友（札幌学院大学） 

 

 第44回大会は2016年8月30日（火）から9

月2日（金）まで札幌学院大学で開催いたします．

初日はチュートリアルセミナー，8月31日から9

月2日は，一般セッション，特別講演，ポスター

セッション，ラウンドテーブルセッション等を予

定 し て お り ま す ． 大 会 ウ ェ ブ サ イ ト

（http://bsj.wdc-jp.com/ 2016/）に関連情報や詳細

情報を随時掲載しております．詳細についてはこ

ちらをご覧下さい． 

 多くの方々のご参加をお待ち申し上げます． 

 

〇大会開催要項 

日時：2016年8月30日（火）～9月 2日（金） 

   （8月30日はチュートリアルセミナー） 

場所：札幌学院大学 

   〒069-8555 北海道江別市文京台11番地 

大会実行委員長：中村 永友 

大会ウェブサイト： http://bsj.wdc-jp.com/2016 / 

交通アクセス： http://www.sgu.ac.jp/ 

（大学ウェブサイトの上部からたどって下さい） 

 

〇各種日程  

6月6日：一般研究発表申込締め切り 

6月13日：抄録原稿提出締め切り 

6月27日：プログラムのウェブ公開予定 

7月11日：事前参加申込締め切り 

7月15日：事前参加費振り込み締め切り 

〇チュートリアルセミナー  

テーマ：心理学・行動科学におけるベイジアンモ

デリング 

日時：2016年8月30日（火）13:30～17:00 

場所：札幌学院大学 D202教室（予定） 

講師：岡田 謙介 会員（専修大学） 

定員：150名 

概要：心理学・行動科学の実証研究では，ベイズ

統計学の考え方に基づいて統計モデルの構築と評

価，そして予測を行うベイジアンモデリングの研

究が増加の一途を辿っている．その背景にはマル

コフ連鎖モンテカルロ法を利用できる汎用ソフト

ウェアの実用化・普及がある．従来の構造方程式

モデルなどが主として調査データを対象としたの

に対し，近年のベイズモデリングの研究では実験

データのモデリングが行われることも多い．こう

した現状を踏まえ，本チュートリアルセミナーで

は，まず（1）従来型のデータ分析法と対比しつ

つベイジアンモデリングの考え方を導入し，（2）

最近の心理学・行動科学における実験・調査デー

タのベイズモデリングの研究を紹介する．また，

統計モデリングが柔軟に行えることは，統計的モ

デル評価・選択が重要になることも意味する．し

たがって，ベイジアンモデリングで重要となる（3）

事後予測チェック，ベイズファクター，クロスバ

リデーションといったモデルの評価・選択法を紹

介する． 

チュートリアルセミナーウェブサイト： 

http://bsj.wdc-jp.com/2016/seminar.html 

 

〇特別講演「柳井レクチャー」  

場所：札幌学院大学 D201教室 

講演者： 村上 征勝 先生（勉誠文化情報研究所） 

タイトル： 文化を計る試み －浮世絵・文献・考

古学の計量分析－ 

概要：情報のデジタル化とその分析法の進歩が学

問の発展に与えた影響は大きい．しかしながらデ

ジタル情報の分析が遅れている分野もある．講演

では，「文化を計る試み」として，浮世絵を中心に，

文献，考古学の分野の研究例を紹介する． 

 浮世絵は江戸時代の庶民文化を代表するもので

あるが，計量的観点からの研究はほとんど行われ

ていない．浮世絵に描かれている女性や歌舞伎役

http://bsj.wdc-jp.com/2016%20/
http://www.sgu.ac.jp/
http://bsj.wdc-jp.com/2016/seminar.html
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者の顔は絵師ごとに特徴があり，専門家は顔で絵

師の特定ができるという．顔の描き方が絵師ごと

に異なるなら，その違いを計量的に把握すること

で絵師の特定が出来るはずである．さらに，伝統

的な研究方法では見いだせなかった新たな知見が

得られる可能性もある．東洲斎写楽の役者絵の分

析を中心に計量分析の有効性を示す． 

 また浮世絵以外の「文化を計る試み」として，

『源氏物語』，『日蓮遺文』，『西鶴浮世草子』など

著者に関して疑問が出されている文献や，古代寺

院の建立時期の推定に関する研究も紹介する． 

柳井レクチャーウェブサイト： 

http://bsj.wdc-jp.com/2016/planning/lecture.html 

 

〇特別講演  

場所：札幌学院大学 D202教室（予定） 

講演者： 北田 雅子 先生（札幌学院大学） 

タイトル：「面談を可視化する」動機づけ面接法の 

魅力 

概要：動機づけ面接法（MI: Motivational 

Interviewing）は，アルコール依存症の治療技法

に関する研究から生まれた面談である．MI の効

果を確認するために 200 以上の臨床研究と 80 以

上のランダム化比較試験が行われ，従来型の権威

的で指示的な面談スタイルよりも来談者の行動変

容を促し効果的である事が明らかとなっている．

昨今，依存症治療の現場のみならず，ヘルスケア

関連領域でも広く用いられるようになった．今回

は，MI の特徴と面談評価尺度によって，どのよ

うに面談という言語行動がコーディングされ，数

値化され，複数の指標によって評価されるのか紹

介する． 

特別講演ウェブサイト： 

http://bsj.wdc-jp.com/2016/special.html 

※詳細な概要説明はウェブサイトを参照下さい． 

 

〇お問い合わせ先 

・参加登録，抄録提出などの手続き関係： 

  大会ヘルプデスク bsj-desk＠bunken.co.jp  

・大会全般： 

  第44回大会実行委員会bsj2016＠sgu.ac.jp 

 

 

2016年度統計関連学会連合大会のお知らせ

（第三報） 
 

運営委員長 桜井 裕仁（大学入試センター） 

実行委員長 星野 伸明（金沢大学） 

プログラム委員長 林 篤裕（九州大学） 

 

2016年度統計関連学会連合大会のお知らせ（第

三報）を5月9日付で公開しました．第三報では，

チュートリアルセッション，市民講演会，企画セ

ッション，コンペティションセッション，懇親会

などの情報を掲載しています．今大会の各種受付

期間は次の通りです． 

 

講演申込 

5月12日（木）11:00～6月3日（金）17:00 

報告集原稿提出 

6月8日（水）11:00～6月29日（水）17:00 

事前参加申込 

7月11日（月）13:00～8月15日（月）17:00 

 

 詳細は，連合大会のウェブページ 

http://www.jfssa.jp/taikai/2016/ 

をご覧下さい． 

 

 

編集委員会より 

 

欧文誌編集委員会委員長  

植野 真臣（電気通信大学） 

 

2016 年 ４月１日より，国際ジャーナル 

Springer Behaviormetrika の投稿受け付けを開

始いたしました． 

 

http://www.springer.com/statistics/statistical+th

eory+and+methods/journal/41237 

 

理論から応用まで幅広くデータ解析の論文を

受け付けております． 

ぜひとも，積極的なご投稿をお願いいたします． 

 

 

http://bsj.wdc-jp.com/2016/planning/lecture.html
http://bsj.wdc-jp.com/2016/special.html
http://www.jfssa.jp/taikai/2016/
http://www.springer.com/statistics/statistical+theory+and+methods/journal/41237
http://www.springer.com/statistics/statistical+theory+and+methods/journal/41237
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運営委員会より 

 

運営委員会委員長 大森 拓哉（多摩大学） 

 

平成28年度研究部会の採択結果 

 平成28年度研究部会として，以下の研究部会（新

規1件，継続1件）が採択されました． 

 

＜研究グループ＞（継続） 

非対称データの分析（2015年度～2016年度） 

代表： 今泉 忠（多摩大学経営情報学部） 

連絡先： 今泉 忠 

E-mail: imaizumi@tama.ac.jp 

 

＜研究グループ＞（新規） 

ビッグデータ研究会（2016年度～2017年度） 

代表： 森 一将（文教大学経営学部） 

連絡先： 森 一将 

E-mail: morikzm@gmail.com 

 

＜地域部会＞（継続） 

行動計量学会岡山地域部会（2014年度～2017年度） 

代表：黒田 正博（岡山理科大学） 

連絡先：黒田 正博 

E-mail: kuroda@soci.ous.ac.jp 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

広報委員会より 

 

広報委員会委員長 中山 厚穂（首都大学東京） 

 

学会Webページの整備・更新 

Webページの整備・更新を行いました．今回の

更新では，2016 年 4 月 1 日より，国際ジャーナ

ルSpringer Behaviormetrikaの投稿の受け付け

を開始したことにともない，欧文誌関連のページ

を中心に更新いたしました．今後も会員の皆様に

有益な情報が提供できるよう引き続き Web ペー

ジの整備・更新を行っていきたいと思います． 

 

メールニュースの配信 

 2015 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです．おおむね前年度の配信数と同程度と

なっております．広報委員会では，会員に関係が

あると思われるシンポジウム，セミナー，公募情

報(賛助会員企業の求人情報も含む)などの情報を

含め，会員の皆様から情報提供を募集しておりま

す．広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい． 

 

メールニュースの配信数 

 

その他の広報活動 

数年前から広報委員会では，学会大会の宣伝活

動を組織的に行っています．第44回大会について

も，他学会のメーリングリストでの案内やWEB

での掲載を可能な限り行っていきたいと考えてい

ます．皆様の加入されている学協会で，本学会の

行事をご案内できる場としてお薦めのものがござ

いましたら，広報委員会までご連絡下さい．今後

の広報活動の参考にさせて頂きます． 
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大会担当委員会より 

 

大会担当委員会委員長 松本 渉（関西大学） 

 

第43回大会の経験を踏まえて 

―第44回以降の大会における取り組みー 

大会担当委員会では，昨年の第 43 回大会での

経験が生かせるよう，第 44 回大会実行委員会に

いくつかの取り組みを実施して頂いています． 

大会担当委員会が第 44 回大会実行委員会に実施

をお願いした事柄を 

１）前回大会から継承した点 

２）今回の大会で変更した点 

３）変更点ではないが，あらかじめ明確にした点 

の3つに区分してご説明いたします． 

 

１） 前回の第43回大会を継承した点 

前回（第 43 回）大会で初めて実施された「柳

井レクチャー」「ポスターセッション」「ラウンド

テーブルセッション」「学生懇親会参加費1000円」

という 4 点については，第 44 回大会でも引き続

き実施していただくように致しました． 

 

２） 今回の第44回大会で変更した点 

これまでの大会でも，会員の参加費は，非会員

よりも優遇されてきておりましたが，第 44 回大

会では，より会員特典がはっきりする料金体系と

しました．例えば，チュートリアルと大会本体に

両方参加する正会員の場合は，非会員よりも年会

費相当安価になるようになっています．会員制の

組織としての原点に立ち返る措置でもありますが，

会員であることのメリットをより実感できるかと

思います． 

 

図 正会員と非会員の支払総額の比較 

このほかにも「ラウンドテーブルセッション」

において 

・ セッションの時間の半分以上を討論の時

間に充てる 

・ 討論者全員が，ショートコメントをまじえ

た自己紹介を行う 

といったルールを明記するなど運営上の工夫

をいくつか行っています． 

（http://bsj.wdc-jp.com/2016/planning/roundtab

le.html ） 

 

３）変更点ではないが，あらかじめ明確にした点 

今後の大会での発表募集のご案内に，以下の 3

点の注意事項を明記することとし，第 44 回大会

ではすでに発表募集案内ページに表示して頂いて

います． 

 

（１）申込時の講演タイトルと抄録集原稿の講演

タイトルを変えないで下さい． 

（２）指定ページ数を超える場合は超過分を削除

いたします． 

（３）期限までに提出されない場合は，講演タイ

トルのみの白紙2ページとします． 

 

 これらのルールは，以前から内規として存在し，

実際に適用してきましたが，周知が十分でないと

判断し，発表募集の段階から記載して頂くように

しました． 

なお，特別セッションの企画申込み時の情報の

うち，発表者氏名と講演タイトルを訂正すること

はセッション採択後も可能ですが，第 44 回大会

ではプログラムがWEB 上で早期公開されます． 

一般セッション・特別セッションともに，一般

発表締切の6月6日（月）時点の情報で発表者氏

名と講演タイトルが公表されます．抄録目次もこ

の時点の情報で作成されますのでご注意下さい． 
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【シリーズ海外レポート⑭】 

社会調査のためのインフラストラクチャー 

～2007年11月，ドイツGESIS訪問～ 

 木村 邦博 (東北大学大学院文学研究科) 

 

2007 年 11 月，ドイツの GESIS（当時の英語

名称は German Social Science Infrastructure 

Services で，現在の英語名称は gesis – Leibniz 

Instirute for the Social Sciences）を訪問した．

この訪問は，科学研究費補助金（萌芽的研究）の

研究課題「学術資源学の視点からみた戦後日本に

おける社会調査の展開と継承」（研究代表者：原 純

輔 先生）の一環として，秋永雄一先生（東北大学

教育学研究科教授，当時）と私のふたりで行った

ものである． 

GESIS の歴史については真鍋一史先生の著作

に紹介がある．また，GESISのプレジデントを務

めたWolfgang Jagodzinski先生が2012年の日本

行動計量学会第 40 回大会シンポジウムで，基調

報告をされている．GESISのウェブサイトにはド

イツ語版だけでなく英語版もあるので，最新の情

報を得ることも比較的容易である． 

 秋永先生と私が訪問した 2007 年頃は，ちょう

ど7年ごとに行われていた組織評価の結果を受け

て，改革・改編が行われようとしていた時期でも

あった．その結果として，現在の GESIS の組織

構成は，当時のものとは異なっている．約 10 年

前のことでもあり，私が入手した情報には，すで

に古くなってしまった部分も多いかもしれない． 

 それでもなお，ここに訪問の記録を記すことに

したのは，日本における社会調査アーカイヴ事業

や調査方法論研究の発展に貢献できるものがあれ

ばと考えたからである． 

 

GESISの目的と財政基盤 

 まず，ケルン大学にあるオフィスで，主にプレ

ジデントの Wolfgang Jagodzinski 先生と，

Ekkehard Mochmann先生から，GESIS全体に

関するお話を伺った．（役職等は当時のもの，以下

同様．） 

 GESISの目的は，社会調査および社会科学全般

の研究と，それに関連するサービスの提供とを統

合された形で行うことである．その活動の30%が

研究・調査で，70%がサービスという割合になる．

ただし，両者を切り離すことはできないという立

場をとっている． 

 GESIS の予算の主な部分は恒常的なもので，

80%がドイツ連邦政府から，20％が連邦各州の政

府からという分担になっている．設立時に財政基

盤の根拠としてあげられたのは，憲法（ボン基本

法）の 91 条B である．この条文は，学術研究振

興における連邦政府と州（ラント）政府の協力体

制を定めたものである． 

こ の ほ か に ， 欧 州 委 員 会  (European 

Commission, EC) からの財政的支援も受けてい

る．このおかげで，ユーロバロメーターなどの国

際的プロジェクトを実施したり，EU 諸国から客

員を招いたりすることが可能になっているという． 

 

 

【CD-ROM 化されたデータ・コレクションの展

示，セントラル・アーカイヴ】 

 

2007年当時のGESISは主に，インフォメーシ

ョン・センター（ZI），セントラル・アーカイヴ

（ZA），社会調査方法論研究所（ZUMA）という，

3つの機関からなる組織だった．（このほかに，東

欧サービス支局がベルリンにあった．）このうち訪

問してお話を伺ってきたのは，ケルンにあるセン

トラル・アーカイヴと，マンハイムにある社会調

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-18653040/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-18653040/
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査方法論研究所である． 

 

セントラル・アーカイヴ（GESIS-ZA） 

 セントラル・アーカイヴに関しては，引き続き

Mochmann先生が解説をしてくださった． 

 社会調査のアーカイヴを構築することの意義は，

どのような質問がこれまでの調査で使われてきた

かに関する情報が得られるようになるところにあ

る．これは心理学でいう「メタ分析」と同様のこ

とを社会調査で行うために必要だからである． 

GESISのセントラル・アーカイヴは大学とは独

立した機関である．しかし，歴史的に見れば，ケ

ルン大学経験的社会研究のためのセントラル・ア

ーカイヴを前身とし，それを発展させたものと位

置づけることができる．このケルン大学の機関の

発足は 1960 年代半ばで，当初は 3 人だけの小さ

な組織であった．統計パッケージSPSSがドイツ

でも普及し始めた頃，1972 年には，20 人のアシ

スタントがつくくらいに再編成された．これ以降，

フォルクスワーゲン財団からの補助金などを受け

るようにもなった．GESIS の機関になったのは

GESIS設立時，1986年である． 

 

 

【ケルン大学経験的社会研究のためのセントラ

ル・アーカイヴ時代のプレートも掲げられていた．】 

 

 セントラル・アーカイヴの中にもいくつかの部

局があったけれども，特に詳しく紹介していただ

いたのは，歴史社会研究センターと「ユーロラボ」

であった． 

歴史社会研究センターの説明をしてくださっ

たのはセンター長のWilhelm Schröder先生であ

る．このセンターでは，歴史データに対する「フ

ォーマルな方法」の適用について研究している．

これには，史料批判から，メタデータ作成とアー

カイヴ化，社会調査データ分析手法の応用などま

で幅広いものが含まれる．この成果として，

HISTATというオンライン・データベースが提供

されている．また学術雑誌 Historical Social 

Researchを刊行している．さらに，セントラル・

アーカイヴで行われる秋のセミナーは，歴史研究

に関するものである． 

 ユーロラボは，Mochmann 先生が所長を務め

ていた．ここでは，EU 加盟諸国および準加盟国

からの研究者を客員として受け入れ，セントラ

ル・アーカイヴで利用可能なデータを用いた国際

比較研究に参加してもらっている．客員の研究成

果は刊行物にして，これもアーカイヴに所蔵して

きている． 

 

社会調査方法論研究所（GESIS-ZUMA） 

社会調査方法論研究所は，マンハイム大学にも

近いところにあるけれども，大学とは別の組織で

ある．2007年当時，調査設計・方法論部門，ヨー

ロッパ比較文化調査研究センター，社会指標部門

という3つの部門があった．研究所全体について

の説明をChristof Wolf先生（その後，2015年か

らプレジデントに就任）から受けた後，各部門の

お話をJürgen Hoffmeyer-Zlotnik先生，Michael 

Braun先生，Achim Koch先生，Heinz-Herbert 

Noll先生から伺った． 

(1) 調査設計・方法論部門 

 調査設計・方法論部門では，サンプリング，調

査票設計，プリテストをはじめ，調査の全過程を

パッケージとしてとらえてコンサルティングを行

っている．クライアントは大学，州政府，連邦政

府（特に統計局）である． 

具体的な活動としては，年間 30 くらいのワー

クショップが中心になっている．ここでは，質的

調査，国際比較調査，調査方法論，標本抽出法，

マイクロデータ利用など，5 つないし 6 つのトピ

ックが取り上げられている．各ワークショップの

参加者は14人から20人程度である．これ以外に，

ケルンにあるセントラル・アーカイヴで実施され

ている春のセミナーでも，統計学的トピックに関

する支援を行っている．また，コブレンツ大学と
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共同でシミュレーションに関するワークショップ

も実施したという． 

研究所の建物内には，プリテストを行うための

実験室も設置されている．残念ながら当日は実験

が行われておらず，設備を見学しただけであるけ

れども，ここではプリテスト後に補足質問をする

だけでなく，認知面接法や行動コーディングなど

の比較的新しい手法も実施できるようだった． 

(2) ヨーロッパ比較文化調査研究センター 

 ヨーロッパ比較文化調査研究センターの活動の

中でも特に重要なのは，ALLBUS と European 

Social Survey という，ふたつの継続調査の実施

である． 

ALLBUS （ドイツ総合社会調査）は，1980年，

ドイツ研究振興協会（ German Research 

Foundation ）からの研究費で始まった．   

1990 年以降，2 年に 1 回実施されている．ISSP

（International Social Survey Programme, 国

際社会調査プログラム）の質問項目・形式も利用

するようになってからは，より「社会学」的なも

のになってきたという（政治学的な内容も含む）． 

European Social Survey の運営は，欧州委員

会で選ばれた幹事と，参加各国から選ばれたコー

ディネーターとからなる組織で行われている．こ

のセンターではその標本抽出，調査方法に関わる

仕事，質問の設計と翻訳などを担当している．参

加国によって調査協力率（回収率，回答率）が異

なることにどう対応するか，協力率をいかにして

上げるかが，重要な課題だとのことであった． 

(3) 社会指標部門 

社会指標部門は．社会の定点観測（social 

monitoring）を行っている．センサスなどによっ

て得られたマイクロデータから社会指標を作成し，

それから社会変動を把握することを目指している．

そのために，1970 年代から蓄積されてきた，約

300 の社会指標の時系列データを絶えず更新して

いる．これはウェブ上でも利用可能にした．さら

に，European System of Social Indicators も構

築した． 

社会指標部門では広報活動も行っている．主な

定期刊行物は Datenreport（英語名は German 

Social Report ）と ISI （ Informationsdienst 

Soziale Indikatoren, 社会指標情報サービス）で

ある．Datenreport はドイツ連邦統計局などと共

同で発行する冊子で，大学やジャーナリストに低

料金で配布している．ISI はニューズレターで，

広報紙的役割ももっている．これは現代的な社会

問題・政治問題（たとえば有配偶女性の就業，自

殺率の趨勢など）に関する短い論説と，書評，論

文募集・研究発表募集 (Call for Papers) などの

記事からなる． 

 

 

【社会調査方法論研究所の建物．聴き取りを終え

て宿に帰る頃にはあたりは暗くなっていた．】 

 

GESISから学ぶこと 

 英語（およびドイツ語）が堪能であれば，より

詳細なお話が伺えたかもしれない．事前の準備が

不十分だったことも否めない．たとえば歴史人口

学・計量歴史学などに関する知識があれば，歴史

社会研究センターの研究内容についてさらに突っ

込んだ話を聞くことができたのではないかと思う．

認知面接法や行動コーディングについて深く勉強

していれば，社会調査方法論研究所の実験室の使

い方について，より具体的に教えてもらえたかも

しれない．再度訪問する際には，そして今後海外

の他の場所でも聴き取りを行う機会があるのなら，

しっかりと準備をした上で臨みたい． 

GESISで何よりも印象的だったのは，社会調査

の実施とそれによって得られたデータの分析を

「科学」として成り立たせようという，研究者た

ちの熱意である．それを支えているのは，公的支



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 149 号                                 2016 年 6 月 1 日 

10 

援にもとづいた学術研究組織の整備・確立，学際

的・国際的協力体制，プロフェッションとしての

エートスの共有といったことであろう．このよう

な環境を日本で育むにはどのようにしたらよいか，

これからも考えて行きたい． 

 また，ここでは紹介しきれなかったけれども，

どの部局に行っても，ヨーロッパの様々な国から

集まってきた若いポスドク研究員が，研究例のプ

レゼンテーションをしてくれたことも記憶に残っ

ている．GESISの体制や取り組みは，若手研究者

のキャリア支援という点でも，参考になるものだ

った． 

 

木村 邦博(きむら・くにひろ) 

東北大学大学院文学研究科 

教授 

東北大学大学院文学研究科博士

後期3年の課程単位取得退学，博

士（文学）．新潟大学人文学部助

手，静岡大学人文学部助教授等を

経て，2008年4月より現職．2006

年～2009年日本行動計量学会理事，2009年～2016年欧文誌

Behaviormetrika 編集委員会委員，2012年～広報委員会委員． 

 

 

理事会議事録 

日本行動計量学会2015年度第6回理事会議事録 

 

日時：2016年2月10日（水）18：00～20:00 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

 

議事進行：岡太彬訓理事（前理事長） 

出席者：朝野煕彦，稲水伸行，大森拓哉，岡太彬

訓，尾碕幸謙，菊地賢一，椎名久美子，

鶴見裕之，中山厚穂，橋本貴充（書記），

林文，星野崇宏，森裕一（13名），委任

状12名 

監事：村上隆 

 

資料 

 1. 2015年度第5回理事会議事録案 

   2. 日本行動計量学会第44回大会準備状況  

報告 

 3. Behaviormetrika表紙案 

 4. Behaviormetrika Scopes and Aims 
 5. NII-ELS請求書 

 6. J-stage見積り 

 7. 調達に関するルール案 

 8. 和文誌編集委員会資料 

 9. 欧文誌編集委員会資料 

10. 2016年柳井レクチャー講演者の推薦 

11. 統計関連学会連合委員 

12. 統計関連学会連合及び各学会の行動基   

準（倫理綱領）の制定についての照会 

13. 大会委託費見積書 

14. 運営委員会資料 

 

議事 

議事に先立ち，出席者25名（理事出席13名，

委任12名）を確認し，理事会の成立が確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料1にもとづき，2015年度第5回理事会の

議事録が承認された． 

2. 第44回大会 

尾崎大会担当副委員長より，資料2にもとづ

き，準備状況，今後のスケジュール，参加費に

ついて報告された． 

菊地事務局長より，資料 13 にもとづき，第

44回大会業務委託費の見積，前回大会時からの

変更点について説明があり，第 44 回大会の業

務を国際文献社に委託することが承認された． 

資料 13 における，発表・参加申込システム

利用料の改修費に関して，チュートリアルセミ

ナー複数コース受付の項目の扱いについて今

後検討することとなった．また，業務委託内容

に関して，委託を始めた当初の覚書を再確認す

ることとなった． 

3. 欧文誌検討委員会 

岡太委員長より，資料3にもとづき，Springer

社に移行後の欧文誌の表紙案が示され，承認さ

れた． 

資料4にもとづき，欧文誌のScopes and Aims

の改定案が示され，承認された． 

4. NII-ELSの移行先 

菊地事務局長より，資料5および資料6に基

づき，大会抄録集の CiNii での公開が第 44 回

大会より廃止されること，および，それに伴い

平成 28 年度より著作権収入が減少することが

説明された．大会抄録集の今後のWebによる公
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開方法については，理事長と広報委員会に一任

することが承認された． 

5. 著作権ポリシー・調達に関するルール 

林組織検討委員長より，資料 7 にもとづき，

科学研究費による調達に関するルールの案が

説明され，内規として事務局が保管することが

承認された．なお，第 3 条第 1 項については，

「50万円を超える随意契約を行わない契約」と

解釈することが確認された． 

また，著作権ポリシーについては，現在，運

用されている著作権に関する規定に従うこと

が確認された． 

6. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料8にもとづ

き，投稿論文の審査状況，第 43 巻 1 号の掲載

論文，特集号の進行状況が報告された．和文誌

編集委員会内規の変更と，査読期間短縮化のア

ピールについて報告された． 

岡太編集委員長より，資料9にもとづき，欧

文誌の投稿論文の審査状況，第 43 巻 1 号の掲

載予定論文が報告された． 

・運営委員会 

大森委員長より，資料 14 にもとづき，第 18

回春の合宿セミナーの準備状況と，平成 28 年

度研究部会の募集が 3 月 31 日まで延長された

ことが報告された．大会チュートリアルセミナ

ー，行動計量シンポジウム，スクーリング形式

のセミナーの企画を募集することが報告され

た． 

・広報委員会 

中山委員長より，業務が通常どおり行われて

いることが報告された．会報第148号は村上征

勝名誉会員の巻頭言で3月1日発行予定である

こと，第149号は田栗正章名誉会員の巻頭言と

することが報告された． 

・大会担当委員会 

大会の口座名義を変更する必要があること

が報告された．2017年大会の開催校を次回大会

までに決定することが確認された．中山大会実

行副委員長より，第 43 回大会の収支が報告さ

れた． 

・柳井レクチャー委員会 

林委員より，資料 10 にもとづき，2016 年の

柳井レクチャーの講演者として村上征勝名誉

会員が推薦され，承認された． 

・統計関連学会連合 

菊地担当理事より，資料11にもとづき，2016

年度の統計関連学会連合の委員の追加が説明

され，承認された． 

星野理事より，資料 12 にもとづき，統計関

連学会連合及び各学会の行動基準（倫理綱領）

の制定について報告され，当学会では行動基準

を策定する予定が当面ないこと，統計関連学会

連合が，可能な限り専門領域に特化しないもの

を作成する必要があること，および，統計関連

学会連合の作成した行動基準を見た上で当学

会の行動基準作成を検討するという方針を決

めた．また，将来的に倫理規定を作成する方針

が確認された． 

・事務局 

回覧資料にもとづき，入退会が承認された． 

菊地事務局長より，会員名簿に柳井レクチャ

ーの講演者を記載することが提案され，承認さ

れた． 

大会時に開催される各委員会の会合費は，今

年度から事務局の会合費より支出することが

提案され，承認された． 

7. その他 

・次回理事会は後日日程を調整の上，平成28年4

月に大学入試センターにて開催予定． 

 

以上 

 

 

学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2016年5

月6日 

第 21 回国際分類

会議（IFCS-2017） 

2017年8月8日

-10日-12日 

2016年4

月20日 

第 59 回自動制御

連合講演会 

2016 年 11 月 10

日 

2016年3

月7日 

第 18 回日本感性

工学会大会 

2016年9月9日

-11日 

（2016 年2 月11日～2016 年5 月12日承認のも

の） 

 

 

 

http://www.iscie.or.jp/rengo2015/
http://www.iscie.or.jp/rengo2015/
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関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

＊最新情報については各学会のホームページ等で

ご確認下さい． 

 

☆マーケティング・サイエンス学会第 99 回研究

大会  

開催日：2016年6月11日（土）・12日（日） 

開催場所：東北大学 

http://www.jims.gr.jp/conf.php 

 

☆第25回日本健康教育学会学術大会  

開催日：2016年6月11日（土）・12日（日） 

開催場所：沖縄科学技術大学院大学 

http://www.knt.co.jp/ec/2016/25nkkg/ 

 

☆日本認知心理学会第14 回大会 

開催日：2016年6月18日（土）・19日（日） 

開催場所：広島大学東広島キャンパス 

http://home.hiroshima-u.ac.jp/cogpsy14/ 

 

☆日本言語学会152回大会 

開催日：2016年6月25日（土）・26日（日） 

開催場所：慶應義塾大学    

http://www.ls-japan.org/modules/news/details.p

hp?bid=276 

 

☆31th International Congress of Psychology 

(ICP2016) 

開催日：2016 年7 月24 日（日）～29 日（金） 

開催場所：パシフィコ横浜 

http://www.icp2016.jp/ 

 

☆第48回日本医学教育学会大会  

開催日：2016年7月29日（金）・30日（土） 

開催場所：大阪医科大学 

http://www.aeplan.co.jp/jsme48/index.html 

 

☆第57回日本社会医学会総会 

開催日：2016年8月6日（土）・7日（日）  

開催場所：草津市立まちづくりセンター 

http://www.shiga-med.ac.jp/~socmed57/ 

☆日本看護研究学会第42回学術集会 

開催日：2016年8月20日（土）・21日（日） 

開催場所：つくば国際会議場 

http://ech.co.jp/jsnr42/outline.html 

 

☆Joint 8th International Conference on Soft 

Computing and Intelligent Systems and 17th 

International Symposium on Advanced 

Intelligent Systems（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2016年8月25日（木）～28日（日） 

Early Registration: 2016年6月1日（水） 

開催場所：北海学園大学 

http://scis2016.j-soft.org/ 

 

☆数理社会学会第62回大会 

開催日：2016年8月27日（土）・28日（日） 

開催場所：金沢大学角間キャンパス 

http://www.jams-sociology.org/?p=1652 

 

☆第 32 回ファジィシステムシンポジウム 

（FSS2016）  

日時：2016年8月31日（水）～9月 2日（金） 

場所：北部九州で開催すべく代替地を検討中 

http://fss2016.j-soft.org/ 

 

☆2016年度統計関連学会連合大会  

開催日：2016年9月4日（日）～ 7日（水） 

開催場所：金沢大学 

http://www.jfssa.jp/taikai/2016/ 

 

☆日本テスト学会第14回大会 

開催日：2016年9月8日（木）・9日（金） 

開催場所：電気通信大学 

http://www.ai.is.uec.ac.jp/jart2016/ 

 

☆第18回日本感性工学会大会 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日 ：2016年9月9日（金）～11日（日）   

開催場所：日本女子大学目白キャンパス  

http://www.jske.org/taikai/jske18/ 

 

 

 

http://www.jims.gr.jp/conf.php
http://www.knt.co.jp/ec/2016/25nkkg/
http://home.hiroshima-u.ac.jp/cogpsy14/
http://www.ls-japan.org/modules/news/details.php?bid=276
http://www.ls-japan.org/modules/news/details.php?bid=276
http://www.icp2016.jp/
http://www.aeplan.co.jp/jsme48/index.html
http://www.shiga-med.ac.jp/~socmed57/
http://ech.co.jp/jsnr42/outline.html
http://scis2016.j-soft.org/
http://www.jams-sociology.org/?p=1652
http://fss2016.j-soft.org/
http://www.jfssa.jp/taikai/2016/
http://www.ai.is.uec.ac.jp/jart2016/
http://www.jske.org/taikai/jske18/
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☆第26回日本家族社会学会大会 

開催日：2016年9月10日（土）・11日（日） 

開催場所：早稲田大学戸山キャンパス 

http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2016/index.html 

 

☆第25回日本パーソナリティ心理学会 

開催日：2016年9月14日（水）・15日（木） 

開催場所：関西大学千里山キャンパス 

http://conference.wdc-jp.com/jspp/25/ 

 

☆第57回日本社会心理学会 

開催日：2016年9月17日（土）・18日（日） 

開催場所：関西学院大学西宮キャンパス 

http://www.socialpsychology.jp/conf2016/ 

 

☆第90回日本音声学会全国大会 

催日：2016年9月17日（土）・18日（日） 

開催場所：早稲田大学 

http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/30th

_2016 

 

☆計量国語学会第60回大会  

開催日： 2016年10月8日（土） 

開催場所：日本大学文理学部 

http://www.math-ling.org/ 

 

☆第89回日本社会学会大会  

開催日：2016年10月8日（土）・9日（日） 

開催場所：九州大学伊都キャンパス 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/2016/10/08000000.p

hp 

 

☆日本教育心理学会第58回総会  

開催日：2016年10月8日（土）～10日（月） 

開催場所：サンポートホール高松・かがわ国際会

議場 

https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2016

/top 

 

☆日本語学会2016年度秋季大会  

開催日：2016年10月29日（土）・30日（日）    

開催場所：山形大学小白川キャンパス 

http://www.jpling.gr.jp/taikai/2016b/ 

 

☆第59回自動制御連合講演会 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2016年11月10日（木）～12日（土） 

開催場所：北九州国際会議場 

主催：日本機械学会（幹事学会） 

http://www.jsme.or.jp/conference/rengo59/ 

 

☆日本計算機統計学会第30回シンポジウム  

開催日:：2016年11月24日（木）・25日（金） 

開催場所：プラサヴェルデ（静岡県沼津市） 

http://jscs.jp/ 

 

☆日本マーケティング・サイエンス学会第100回

研究大会  

開催日：2016年11月26日（土）・27日（日） 

開催場所：大阪大学 

http://www.jims.gr.jp/conf.php 

 

☆The 21th IEA World Congress of 

Epidemiology(WCE2017) 

開催日：2017 年8 月19 日（土）～22 日（火） 

開催場所：大宮ソニックシティ 

http://wce2017.umin.jp/ 

 

☆The 2017 conference of the International 

Federation of Classification Societies (IFCS) 

(IFCS-2017) （日本行動計量学会協賛） 

開催日：2017年8月8日（火）～10日（木） 

開催場所：東海大学高輪キャンパス 

http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs

2017/ifcs2017 

 

 

  

http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2016/index.html
http://conference.wdc-jp.com/jspp/25/
http://www.socialpsychology.jp/conf2016/
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/30th_2016
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/30th_2016
http://www.math-ling.org/
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2016/10/08000000.php
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2016/10/08000000.php
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2016/top
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2016/top
http://www.jpling.gr.jp/taikai/2016b/
http://www.jsme.or.jp/conference/rengo59/
http://jscs.jp/
http://www.jims.gr.jp/conf.php
http://wce2017.umin.jp/
http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs2017/ifcs2017
http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs2017/ifcs2017
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公募・求人情報 

 

☆早稲田大学文学学術院専任教員公募のご案内 

 

1．募集領域 学習心理学 

2．採用人数 1名 

3．採用職名 教授，准教授，または専任講師 

4．担当予定科目 文学学術院設置の科目 

5．給与などの待遇 本大学の教員就業規定によ 

  る 

6．採用時期 2017年4月1日 

 

その他，応募資格・提出書類等につきましては，

以下をご覧下さい． 

http://www.waseda.jp/flas/glas/assets/uploads/2

016/04/11-recruitment_information.pdf 

 

 

☆科学技術振興機構 社会技術研究開発センター 

「安全な暮らしをつくる新しい公／私空間の構

築」研究開発領域提案募集のお知らせ 

 

・領域概要 

 近年日本では，公共圏と親密圏の変容に伴い，

虐待やいじめ，家庭内事故といった，発見・介入

しづらい「私的な空間・関係性」における事件や

事故が顕在化しており，安全・安心上での新たな

問題となっております． 

 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）社

会技術研究開発センター（RISTEX）は，この様

な社会問題の解決を推進すべく，平成27年に「安

全な暮らしをつくる新しい公／私空間の構築」研

究開発領域を発足いたしました． 

 本領域は，公私を橋渡しする「間」の仕組みを

構築することで，これらの事件や事故を予防・低

減し，安全な暮らしを創生に貢献する研究提案を

募集します． 

 

・公募期間 

4月12日（火）正午～ 6月16日（木）正午 

 

・詳細はこちら 

http://www.ristex.jp/examin/proposal.html 

会員の著書等 

Fukuda, Nobutaka, Marriage and Fertility 

Behaviour in Japan: Economic Status and 

Value-Orientation. Springer，2016年2月 

 

 

レオ・ボルマンス（著），猪口孝（監訳），藤井

誠治・李佳・秋山知宏（訳）『世界の学者が語る

幸福』，西村書店，2016年3月 

 

 

高井啓二・星野崇宏・野間久史（著）『欠測デー

タの統計科学』，岩波書店，2016年4月 

 

 

朝野熙彦（編著）『マーケティング・サイエンスの

トップランナーたち －統計的予測とその実践事

例』，東京図書，2016年4月 

 

http://www.waseda.jp/flas/glas/assets/uploads/2016/04/11-recruitment_information.pdf
http://www.waseda.jp/flas/glas/assets/uploads/2016/04/11-recruitment_information.pdf
http://www.ristex.jp/examin/proposal.html
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会員からのお知らせ 

 

猪口 孝（新潟県立大学） 

 

 この度，「YOUTH in ASEAN and Japan ― 

The Future of ASEAN and Japan from youth’s 

point of view－ 」を刊行致しました．これは，昨

年10月7日に，東京・国際文化会館にて開催し

たシンポジウム（新潟県立大学・同盟研究会共催）

のキーポイントを纏めた小冊子です．タイの若者

の幸福度，シンガポールの幸福度，生活の質など

しっかりした調査の上で行われたプレゼンテーシ

ョンや，日本とASEANがより理解を深め，協力

関係を築いていくための熱い議論を紹介しており

ます． 

また，『ASEAN-JAPAN Symposium― 

Contemporary Education and Family Life in 

ASEAN and Japan－』が近く刊行されます．こ

れは，去る4月28日(木)に新潟・朱鷺メッセにて

開催された『「アセアンと日本」シンポジウム－現

代の教育と家族からみるアセアンと日本』のシン

ポジウムの概要を纏めた小冊子です．日本と

ASEANの有識者が各々の知見から行った日本と

東南アジアが抱える教育や家族の問題に関するプ

レゼンテーションや，共に解決策の糸口を考えた

活発な議論も紹介される予定です． 

ご興味ご関心のある方は冊子を郵送致します

ので，下記までご連絡をお待ちしております． 

 

猪口 孝 

新潟県立大学 東京サテライト/ 同盟研究会 

TEL：03－5803－6955 FAX：03－5803－6971 

inoguchi@ioc.u-tokyo.ac.jp 

 

西里 静彦（トロント大学） 

 

トロント大学の大学院教育研究所（OISE）創立

５０周年インタービューのビデオサイトをご紹介

致します． 

https://www.youtube.com/watch?v=R--jJ020cK

U&feature=youtu.be 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964 （electronic version） 

https://www.youtube.com/watch?v=R--jJ020cKU&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=R--jJ020cKU&feature=youtu.be
http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号(1974年)に

遡って電子化し，JSTで運用している電子アーカ

イブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて全

文公開(無償での公開)しております．電子アーカ

イブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の著作

権行使（全文電子公開）同意を論文著者から得る

必要があります．1999年の総会以降刊行された論

文については，著作権は日本行動計量学会に帰属

するよう規定が明確に定められましたが，それ以

前に掲載された記事等の著作権は，明確に定めら

れておりませんでした．電子化し公開するに当た

っては，各論文の著者全員に，本学会への著作権

委譲についての文面をお送りし，多くの著者のご

了解をいただきました．現在までにお返事をいた

だいていない著者の論文は，本来は著者からの権

利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2016年5月13日現在） 

正会員       ： 761名 （海外6含む） 

準会員       ： 62名  

名誉会員      ： 15名  

賛助会員      ： 21社  

シニア会員     ： 27名  

計         ： 886名  

学会誌等寄贈先 ： 6件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

（注意）2013年12月中旬より配信システムが変

更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず， お引き受けしています．

後述する方法で申し込んで下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書(会報発行日に出版後2年を経過しないもの)や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，公募情報(賛助会員企業の求人情報も含む)

などの情報を含め，会員の皆様から原稿を募集し

ております．広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に会

員によって刊行された優れた図書の著者・訳者が

対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せ下さいますようお願いいたします．なお，会員

の方がご自身で出版された著書についてご連絡い

ただく際には，書誌情報とともに(出版社から入手

した)書影を後日お送りいただきますので，ご準備

下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号150号の場合には7月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，広報依頼の受付

のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました． 

今後も，これまでと同様に皆様からのご意見を

お伺いしながら，皆様のお役に立てるような魅力

ある充実した会報となるように努めていきたいと

考えております．ご意見，ご要望，その他会報に

掲載すべきと思われる情報などございましたら広

報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

(おざき こうけん，尾崎 幸謙) 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：中山厚穂 

会報作成担当：尾崎幸謙，阿部貴人，上野雄史， 

宇佐美慧，江口幸治，川端一光，

木村邦博，清水裕士，鶴見裕之，

朴堯星，藤田泰昌，山本倫生 

相談役：松本渉

 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html

